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洛和会音羽リハビリテーション病院

小澤 恭子
お ざわ きょうこ

　当院ではパーキンソン病や進行性核上性麻痺

などパーキンソン病関連疾患、多系統萎縮症、

筋萎縮性側索硬化症、多発性硬化症などの特定

疾患を対象に、以下のような支援をしています。

先生方のご意見をお聞きしながら、発展させて

いきたいと考えております。よろしくお願い申

し上げます。

　パーキンソン病のリハビリ（LSVT）を始め

ました。正規の認定を受けたスタッフによる

比較的軽症のパーキンソン病の運動障害、言

語障害に対するリハビリです。約4週間入院

して集中的に訓練していただきます。また、

理学療法士、言語聴覚士による介護保険での

訪問リハビリテーションを行っています。病棟

や在宅での音楽療法も取り入れつつあります。

　現在、当院から退院された方を中心に、

パーキンソン病、筋ジストロフィーの在宅

診療をしています。今後は地域の皆さまか

らのご紹介にも対応できるようにしたいと

考えていますのでご相談ください。

　介護するご家族の休息を目的とした短期

入院を行っています。

　社会資源の活用や生活相談など困って

おられることに関するご質問に、経験豊か

な難病支援ナースが

お答えします。毎月

第1木曜日に行ってい

ますが、そのほかの日

でも担当医療ソーシャ

ルワーカー（MSW）

が対処させていただ

きます。
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　地区社会福祉協議会・区地域福祉推進委員会との協同
運営により、当院の人的・物的資源を活用して、安心して
健やかに暮らし続けられることをサポートします。
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午前8時30分～午後5時15分
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業務時間 連 絡 先

フリースペースフリースペース
地域の方々を対象に、“ちょっと耳より”情報と
「ぺちゃくちゃする場」を毎月開催しています。

■大塚学区社会福祉協議会

TEL 075（501）2498
■山科区地域福祉推進委員会事務局

TEL 075（593）1294
■洛和会音羽リハビリテーション病院 看護部

TEL 075（581）6221（代）お問い合わせ

1月28日、2月25日、3月25日
午後2時～4時

洛和会音羽リハビリテーション病院 
1階ロビー

開催日時

開催場所

臨床検査部より 栄養管理室より

　臨床検査は、患者さまの病気の診断・治療・経過観察

において重要な検査です。当院の臨床検査部は、生理

検査（心電図・簡易肺機能検査）を行っています。超音

波検査は心臓や腹部領域、血管超音波検査は頸動脈

エコーや深部血栓症を検索する下肢静脈エコーを

主に行っています。患者さまの立場になり、自分たちが

関わる全ての検査において正確なデータを迅速に提

供することを職務として努めています。日々進歩する

医療情報を取り入れ、専門性を維持し、質の高い医療

を提供できるように研鑽しています。

　患者さまとのコミュニケーションを大事にし、医療

従事者間との連携にも努めています。安心して検査を

受けていただくために、体の痛みや不安、わからない

点がありましたら、お気軽にご相談ください。

　市販の介護食品に国が公的な基準を設けた意義は大きいの
ですが、スマイルケア食の表示に必要な条件のクリアが簡単で
はないほか、既存の表示（ユニバーサルデザインフードなど）との
関係をどう整理するかは未定です。今後の普及に課題はあるよう
ですが、「色」と「レベル」で選びやすくなりそうです。
　食べることについて、気になることがあれば、まずは専門職
（医師、歯科医師、管理栄養士など）にご相談ください。当院でも
受け付けております。ご遠慮なく！！

介護食に新たな公的基準
～愛称は 　　　　　　　～スマイルケア食スマイルケア食

内容はお楽しみに！

　洛和会音羽リハビリテーション病院は、在宅療養あんしん病院として、在宅療養されて
いる京都府在住の高齢者（65歳以上の方）が体調を崩し、在宅での対応が困難になった場合
のスムーズな受け入れを行っています。早めの対応により、病状の悪化や体の動きの低下を
できるだけ防ぎ、在宅生活を続けることを支援します。登録には地域のかかりつけ医の協力
が必要となりますので、かかりつけ医へのご相談、先生方はご希望される患者さまの早め
の登録をよろしくお願いします。　

「在宅療養あんしん病院」のご案内
地域連携課より

安心・安全・正確・迅速な
検査を目指します！
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・・・ かむのが難しい人向けの食品

・・・ 飲み込むのが難しい人向けの食品

・・・ どちらも問題ないが栄養補給の必要な人向けの食品
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　食べ物をかんだり、飲み込んだりするのが難しい高齢者や障がい
者に向け、市販の介護食品に軟らかさなどの目安を示す新しい表示
制度を農林水産省が創設しました。愛称は「スマイルケア食」。介護
者の選びやすさや、栄養相談のしやすさが期待されています。

介護食に新たな公的基準

黄と赤には軟らかさ
を示す数字がつけら
れています。




